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１． はじめに

平成１９年度の関東地方整備局における工

事事故の発生件数は，１２１件と過去５カ年

では最多となりました。これは，関東地方

整備局管内の工事現場で約３日に１件の割

合で工事事故が発生したことになります。

本稿では，平成１９年度の工事事故発生状

況とその事故事例ならびに平成２０年度の事

故防止対策を紹介します（図―１）。

２． 平成１９年度の工事事故発生
状況

! 工事事故発生件数の推移

平成１６年度，１７年度と工事事故発生件数

は減少したものの，１８年度から増加傾向に

なり，１９年度はさらに増加し１２１件となり

ました。

一方で工事発注件数は，年々減少してお

り平成１８年度は２，０００件を割り，１９年度は

１，６３０件となっています。

このように，ここ数年は，工事発注件数が減少

しているのに工事事故発生件数が増加している状

況が続いています。

また，入札工事における工事事故発生件数は，

年々増加している状況にあります（図―２）。

" 工事事故の発生形態状況

工事事故発生形態別では，公衆損害事故が増加

しており，全体の５４％を占めています。公衆損害

関東地方整備局管内の
工事事故発生状況と対策について

国土交通省関東地方整備局企画部技術調査課
よこさか とし お

課長補佐 横坂 利雄

図―１ 工事事故発生状況

発注件数：Ｈ１９年度は発注予定件数（Ｈ２０年１月公表値）

図―２ 工事事故件数と発注件数の推移
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事故のうち，架空線・標識等の損傷事故が最も多

く対前年度比の１．６倍の２４件に達しています。次

いで第三者の負傷・第三者車両に対する損傷事故

１９件となっています。

また，工事関係者事故では，建設機械の稼働に

関連した人身事故が１１件，墜落による事故が１２件

となっています（図―３）。

３． 平成１９年度に発生した事故事例

! 架空線の損傷事故事例

１） 事故発生概要

バックホウが河川の堤防天端を移動中，横断し

ている架空線（電話線）にバックホウのアームが

接触し切断したもので，一般家屋５世帯に５時間

にわたり電話を不通にした事故です。

２） 事故発生原因

! 施工計画書では，架空線に対する目印表示を

することになっていたにもかかわらず，実際に

は目印表示の設置を怠ったこと。

" 誘導員は，バックホウを移動させるにあた

り，路肩の注意をするあまり架空線の注意を怠

ったことなどが原因と考えられます。

平成１９年度は，同様な事故が２４件発生しました

（図―４，写真―１）。

図―３ 平成１９年度 工事事故発生状況（発生形態別）

図―４ 架空線損傷事故事例

写真―１ 架空線損傷事故事例

建設マネジメント技術 2008年 6月号 ６１



写真―２ 第三者車両に対する損傷事故事例

写真―３ 第三者車両に対する損傷事故事例

図―５ 建設機械の稼働に関連した人身事故事例

写真―４ 建設機械の稼働に関連した人身事故事例

! 第三者車両に対する損傷事例

１） 事故発生概要

肩掛け式除草機械で歩道の除草作業をした際

に，小石が車道に飛び，走行していた第三者車両

の窓ガラスを破損させた事故です。幸いにも第三

者車両の助手席には同乗者がいなかったことか

ら，人身事故までは至りませんでした。

２） 事故発生原因

除草作業において，第三者および第三者車両に

小石などの飛散の恐れのある個所では，飛散防止

用のネットなどの対策をすべきであったが，その

防護を怠ったことが原因と考えられます。

平成１９年度は，同様な事故が４件発生しました

（写真―２，３）。

" 建設機械の稼働に関連した人身事故事例

１） 事故発生概要

バックホウで既設排水構造物の取壊し作業中

に，バックホウの作業位置を調整するため移動し

た際に，死角にいた作業員の足をキャタピラで轢

き作業員が全治２カ月間の骨折事故です。

２） 事故発生原因

! バックホウの作業半径内に作業員が立ち入っ

て作業をしたこと。

" バックホウのオペレーターは，誘導員の誘導

もなく独自の判断で移動操作をしたことが事故

の原因と考えられます。

平成１９年度は，同様な事故が１１件発生しました

（図―５，写真―４）。

# 墜落による事故事例

１） 事故発生概要

共同溝の立坑内で，仮設の昇降設備撤去作業を

行っていた際に，作業員が約１０．５ｍ開口部から墜

落し死亡した事故です。

２） 事故発生原因

! 当初開口部には，墜落防止のための手摺り，
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図―６ 足場・法面等からの墜落事故事例

写真―５ 足場・法面等からの墜落事故事例

囲いなどが設置されていたが，下階に作業員が

残っているにもかかわらず，上階の手摺り，囲

いなどの撤去作業をしたこと。

" これら作業手順について，作業員に周知徹底

がなされていないことが事故の原因と考えられ

ます（図―６，写真―５）。

４． 平成２０年度重点的安全対策

関東地方整備局では，平成１９年度の工事事故の

発生状況を踏まえ，「平成２０年度重点的安全対策

項目」を定め，管内各事務所に通知するととも

に，関係業団体に会員各社への周知を依頼し工事

事故安全対策の向上に努めています。平成２０年度

の重点的安全対策項目は，次のとおり定めまし

た。

! 平成２０年度の重点的安全対策項目

１） 架空線等損傷事故の防止

! 目印表示の設置，現地確認

" 適切な誘導

# アーム・荷台は下げて移動

２） 第三者の負傷および第三者車両等に対する損

害事故の防止

! 適切な交通誘導

" 交通事故の防止

# 一般車両，歩行者等の共用部分における良好

な路面の確保

$ 除草作業時の飛び石などの飛散防止対策

３） 建設機械の稼働に関連した人身事故の防止

! 建設機械の作業半径内立入禁止

" 誘導員の配置

# 適切な施工機械の選定および使用

４） 足場・法面などからの墜落事故の防止

! 作業員に対する作業方法および順序の周知

" 親綱・安全帯点検の強化

" 工事事故に対する加算措置

「重点的安全対策」の遵守が不十分であったた

めに発生したことが明らかな工事事故に対して

は，請負業者に対し，口頭厳重注意または文書厳

重注意の措置影響期間を１．５倍としています。

# 工事事故に対する下請負人への措置

工事事故を発生させた場合において，下請負人

に責があることが明らかである場合には，下請負

人に対しても厳しい措置をすることとしていま

す。

５． 工事事故によるペナルティーと
表彰制度

! 工事事故に伴う措置

関東地方整備局で行う工事事故に伴う指名停止

などの措置は，工事事故再発防止の観点から行っ
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ており，安全管理の適切さの程度と被害の程度に

より「口頭厳重注意」「文書厳重注意」「指名停

止」などの措置内容および措置期間を定めていま

す（表―１）。

! 表彰制度

関東地方整備局では，安全対策の向上および円

滑な事業の推進に資するため，施工実績工事にお

いて安全管理が優秀な請負者には，表彰を与えて

います。

この安全管理優良請負者表彰は，３年間の累計

完成工事量が３件以上かつ請負額が５億円以上で

無事故の請負者に表彰しています。この表彰を受

けた請負者に，工事入札参加時の総合評価におい

て配点が５点加算されるとともに安全優良旗を貸

与しております。請負者は，工事現場にこの安全

旗を掲示することで，他の模範となるとともに現

場で働く作業員に対してもさらなる安全対策の意

識の向上を図ることとしています（写真―６）。

６． おわりに

以上，関東地方整備局管内における工事事故の

発生状況と工事事故防止に関する取り組み状況を

紹介しました。平成１９年度は，電話線・電線の切

断といった架空線の損傷事故が２４件，バックホウ

などの建設機械に接触し作業員の負傷事故が１１件

と非常に多く発生してしまいました。これらは，

いずれも単純ミスによるもので，基本的な安全対

策をしていれば，工事事故の発生が防げたのでは

ないかと思われます。

平成２０年度は，重点的安全対策の遵守はもとよ

り，特に架空線の損傷事故，建設機械の稼働によ

る作業員の負傷事故に対する安全対策を徹底する

など，工事現場の災害危険ゼロを目指して請負

者，発注者ともに安全対策を取り組んでまいりた

いと考えています。

表―１ 工事事故に伴う措置

措置内容 措置期間 工事成績減点 総合評価の評価項目減点（措置期間内）

指 名 停 止 ３カ月以上 －２０点 措置期間内は入札参加不可

２カ月以上３カ月未満 －１５点

１カ月以上２カ月未満 －１３点

２週間以上１カ月未満 －１０点

文書厳重注意 １カ月～３カ月 －８点 －８点

口頭厳重注意 １カ月～３カ月 －５点 －４点

口頭注意喚起 なし －３点 なし

写真―６ 安全優良旗
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